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御船町立御船中学校

新聞を活用して生徒の読解力や社会への関心、表現力を高めたいと取り組みました。

“できるところから”の実践です。ご覧いただき、ご助言を賜れば幸いです。

１ 新聞を読もう

【新聞台の設置】

取組を始める前は、新聞を読む習慣がない生徒も少なくあり

ませんでした。

そこで、少しでも新聞を身近

に感じてもらうために、ものづ

くり部の生徒が新聞台を作成し、

校舎各階に設置しました。

生徒のすぐ目につくところに

新聞があることで、休み時間等

に生徒が新聞を読む姿増えてきました。

２ 社会に目を向け自分の意見をもとう

【１分間スピーチ】

第３学年では、日直が帰りの会で「最近、気にな

った記事」という題で、１分間スピーチを行ってい

ます。

生徒が新聞を読む機会や社会に対する興味・関心

を一層高めています。

【興味をもったことを新聞で調べる】

御船中学校は外部講師を招いた講演会を年複数回

開催しています。

令和３年度は、藤木正幸 御船町長、川島隆太 東北大学加齢医学研究所長、中尾有沙

パラアスリートに。令和４年度は、浦田理恵 ロンドンパラリンピック金メダリスト、

内村直尚 久留米大学長、市川駿英 三井不動産株式会社常任相談役などにご協力いただ

きました。講話の内容に関連する記事に注目する生徒も増えています。
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３ 読解力を高めよう

【新聞タイム】

毎週火曜日と木曜日の朝活動の時間に、新聞社が作成している新聞ワークシートを全校

生徒に配付して読解力の向上をねらい

とした取組を行っています。

ワークシートには、新聞記事の内容

について問われているものや、新聞記

事を読んで考えたことを書くものなど

、多様な問題が設定されています。

生徒は、自分で考えたり、友だちと

話し合ったりして、解決に取り組む様

子が見られました。

解答・解説用紙を学級担任に配付し、解答するための

ポイント等も示しています。

生徒は、学級担任の解説を聞いてポイントを確認し、

丸付けや朱書き訂正をしています。

この取組を通して、文章を読んで内容を理解する力、

記載された内容について自分の考えをもつ力、考えたこ

とを表現する力を育成します。

４ 学びや頑張りを発信しよう

【熊本日日新聞への寄稿】

学校生活の様々な行事や体験活動を経験

して、生徒は多くのことを学び、感じ、自

分の考えを広げたり深めたりしています。

それらを発信する力を育む目的で、若者コ

ーナーに意見や感想を寄稿しています。

新聞記事から中学生の思いを知った地域

の方から、温かい励ましや賞賛の言葉をい

ただき、生徒が自信をもち、見守り声をか

けてくださる地域の方への感謝の気持ちを

高めています。

【放送での記事紹介】

昼の放送で、新聞に掲載いただいた生徒

作文を紹介し、一人の学びや頑張りを全校

生徒で共有しています。
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５ 新聞の果たす役割を考えよう（新聞づくりの思いを知ろう）

【授業のゲストティーチャー】

県教育委員会編集の道徳教材「つなぐ」に、

「地元紙の記者として」という題材があります。

これは、熊本地震が発生した当時、自らも被災

者でありながら取材に奔走し、新聞発行を継続

し、これからの為に資料を編纂しようとした地

元紙の記者等の方々の思いや葛藤が記されたも

のです。

２年生の道徳の学習に、当時、編集の取りま

とめをされていた山口常務取締

役をお招きして、当時の様子や

思いを語っていただきました。

取材活動のご苦労や、現場の

意見の食い違い、地元紙の果た

すべき役割や新聞に携わる方々

の使命感など、生々しい状況の

話を生徒たちは真剣に聞きまし

た。

働く意味や新聞の果たす役割

について考えを深める貴重な学

習になりました。

【聴き取り調査・劇発表】

働くことの意味や新聞の果たす役割、防災・減災

に興味をもった生徒たちは、再度、山口常務取締役

や町内の方々に聴き取り調査をおこない、その学び

と感じたことを劇化して発表することにしました。

生徒は、聴き取った内容をもとにシナリオ

を作成しました。練習では、感情を込めた動

作や言葉で、学んだことや感じ取ったことを

伝えようと、互いに助言をしていました。
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６ 新聞をつくろう

【新聞社見学】

各クラスの代表者は、熊本日日新聞本社を訪問し、新聞

博物館を見学したり、記者の方から話を聞いたりしました。

生徒は、新聞博物館の展示物を見学し、新聞に関する歴

史や豆知識、どのようにして新聞が作られるのかを学びま

した。新聞が人々に親しまれてきたことや、新聞がもつメ

ディアとしての役割を知りました。

【新聞作り方講座】

全校生徒は、調べたことや意見を発信するスキルを身

に付けることを目的に、新聞の作り方について学習を熊

本日日新聞社に講師のご協力をいただき行いましました。

第１回講座は、新聞の歴史や新聞の要素（見出し、写

真、リード文など）、インタビューの仕方についてを学習

しました。第２回講座は、見出しの付け方や構成・レイ

アウトの工夫について学習しました。

演習形式の講座で、生徒は新聞の作り方を体験しなが

ら学ぶことができました。

【壁新聞コンクール】

各学年が総合的な学習の時間『御船輝き学習』で学んだことを壁新聞にまとめることに

しました。読者の興味をひき、わかりやすく工夫して

まとめることめざし、コンクール形式で取り組みまし

た。

どの学級も、新聞記事を充実させることを目指して

工夫しながらインタビュー活動や調べ学習に取り組み

ました。取材の後、どうしたらわかりやすく伝えるこ

とができるか、生徒同士で意見を交換しながら、壁新

聞の作成にとりかかりました。見出しや写真、図やグ

ラフも効果的に使いながら制作し、表現力が高まっている様子がありました。

全国学力調査からも読解力の向上が顕著です。また、社会への関心を高めて夢や目標をもつ

生徒が増えていることもNIEの取組の成果と考えているところです。

「夢や目標の実現に向けて努力していますか」の質問への回答状況

（左：令和２年６月、右：令和４年６月）


